
わたしのひとときでは、皆さんからのエッ
セイをお待ちしています。
2つのテーマのうちお好きな方を選んで、
400字程度のエッセイを送ってください。

現場で起こった不思議な話
現場で起こった怖い話

第2回テーマ

広報部アドレス（kouhoubu@nishimatsu.co.jp）宛にメールでお送りください。フォーマット
は特にありません。ご応募の際にはメールのタイトルを「わたしのひととき係」としてください。
本文には以下の３点もご記入ください。
❶所属　❷お名前  （ペンネームをご希望の方はペンネームも併記）　❸エッセイのタイトル
※	応募は１テーマ１点とさせていただきます。
※	誌面の都合上、ご紹介できない場合もありますのでご了承ください。
※	規定の文字数より大幅な過不足がある作品は選考の対象外となる場合があります。

ご参加いただいた方全員に西松建設オリジナルハイチュウ「ニシマツケンセチュウ」をプレゼン
トいたします。たくさんのご応募お待ちしています！

•応募締め切り：2022年９月12日（月）　•発表：『西松人 vol.2』2022年11月発行予定

　当時、私は3社JVで職員だけで約80人、工種・工区も多岐

にわたる当社きっての大現場に、総合職の事務としてたった

一人常駐する新2年生でした。

　慣れない仕事がほとんどで現場と支社の仕事が山積みに

なり、残業時間削減と言われながらも回らない頭の中で残業

をし、毎日のようにミスをして、精神的にも疲弊していきました。

そんなとき、当時の副所長であった青山所長との会話に救わ

れました。

「何年生？」

「2年生になりました」

「じゃあまずは時間を気にせずに自分の思うように取り組んで

みなさい」

　何事も全力投球が売りであるはずの私が、時間に固執する

あまり、残業対策も仕事内容も中途半端なことを青山さんは

見抜かれていたのです。抜本的に取り組みを変えるために、

上司と優先順位を擦り合わせて、密に報連相を行うようになり

ました。これからも、時間外労働の削減も図りつつ、根は詰め

すぎずに自分の仕事を誇れるようにバランスを取っていきます。

同じように仕事に忙殺されて自分を見失っている方に届いた

らうれしいです。

It’s always darkest
before the dawn.
北日本支社 経理課　菊池 早貴さん

　新入社員のとき、「何かの役に立ちたい」と思いながらも、

自分が動けば動くほど迷惑をかけている時期がありました。

先輩と自分とでは持っている情報の量や内容に差があり、下

請け業者からの情報に「これはみんなに伝えなければ！」と思っ

た内容は「知っている」と言われ、これは伝わっているだろう

と思っていた内容は伝わっておらず。

　どんどん自信がなくなり、自分が関わらない方が迷惑にな

らないなと感じ、引っ込んでいると、「失敗してもいいから、た

くさんチャレンジしてたくさん失敗してほしい」と先輩が言って

くださいました。

　忙しい現場だったので、声をかけることさえ気が引ける日々

でしたが、失敗しても心の中で（失敗してもいいって言われた

から）とがんばれたのはこの言葉があったからです。

　もちろん、がっつり失敗して、がっつり怒られたときは、心の

中で（いや、言ってることと違うやん）とついついツッコミたくなっ

たりしましたが、失敗を見守るにしても、怒るにしても、私の成

長を願っての行動だと感じました。

まだ未熟な後輩への想い
ざっきーさん

新  連  載

•	仕事で失敗してしまった
ときに上司・先輩

に言われて救われた一言

第1回テーマ
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私　の　仕　事

Nネット本部理事 北日本支部会長
株式会社三浦板金製作所 
代表取締役会長

三浦 孝太郎さん
KOUTARO MIURA

PROFILE

昭和33年に山形県立山形工業高等学校建築科を卒業後、父親が創業
した三浦板金製作所に就職。以来、64年間同社一筋。中国パール販売、
イオンモール天童店、イオンモール新利府店、イオンモールいわき小名浜店、
宮城県内のプロロジスパークなどを手がける。1978年9月、代表取締役
社長就任。2013年6月、代表取締役会長就任。

転換期や、思い出に残る過去の案件を伺います。

Why I chose this

　父親が根っからの板金職人だったの
で何のためらいもなく、すぐに家業を継ぎ
ました。以来64年間一つの道を歩み続
けてきました。そして、仕事をする上では、
第一に安全、第二に品質、第三に工期、
第四に人間関係を大切に考えてきました。
西松建設様との仕事の中で最も記憶に
残っている現場は、イオンタウン郡山の建
設工事です。当社にとっては最大規模の
大工事、かつ大突貫で工期の短い工事
でした。敷地が化学工場跡地だったため、
地面を掘り返すと煙が出てきて、さらに発
火までするような状態で、今ではとても考
えられないような環境下での工事でした。
あるときは舗装工事を始めると、そこに作

業員の乗用車が数台残っていて、移動す
るように指示してもなかなか動かさない。
「邪魔だからブルで（乗用車を）押し倒
せ！」といった血の気の多い指示が飛ぶ
など、気合の入った現場での仕事はとて
もやりがいも感じました。
　ただ、屋根工事で施工している最中、
職人の一人が心筋梗塞で急逝してしまっ
たのですが、屋根から落下したケガ等で
なかったために病死扱いとされ、労災事
故にならなかったことは今でも忘れられな
い出来事です。
　大規模な現場だったので、数百人の作
業員が働いていましたが、西松建設さん
の管理が行き届いていたので、所長様や
現場の方々とのコミュニケーションはよく
取れていて、何か問題があったときも相
談がしやすく、アットホームな雰囲気の中

で喜働を覚えました。
　この現場を経験して、自分でもこのよう
な人間関係を構築せねばと勉強になりま
した。その後も親子共々三代にわたって
お世話になっており、西松建設様の仕事
のウエイトをとても重要に思っております。

For Nishimatsu

　お互いに仕事で生業を立てているので、
仕事は一生懸命やり、合間にしっかり趣
味を味わいましょう。私は趣味で旅のスケッ
チを続けております。仕事の区切りとなっ
たところから趣味を活かしてもらいたい。
好きなことは現役から続けないと味気な
いものです。

仕事は楽しく
遊びは真剣に

イオンタウン郡山／
パワーシティー郡山建設 工事
所 在 地 	 福島県郡山市
概　   要	 延床面積39,498.32㎡	S造	地上2階
工事期間	 1998年3月～1998年11月

DATA
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